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子どもに一つでも 

多くの感謝を 

衣装や小道具を身に付けて練習が始まる

と、台詞の声や歌声が共に大きくなり、役に

なり切って表現することの楽しさを味わっ

ている様子が見られました。 

いよいよリハーサルになると、本番さな

がらの演技の中に、子どもたち一人一人の

本気や担任の劇を成功させようとする思い

が伝わってきました。学芸会に向けて子ど

もだけでなく担任も全力を尽くす思いで

す。改めて、学芸会は、子どもと教員が一緒

に作り上げる素晴らしい行事であることを

実感した瞬間でした。 

保護者鑑賞日、子どもたちの下校の様子

を見ると、子どもの清々しい笑顔がたくさ

ん見られました。演じきった満足感と達成

感に包まれていたのでしょう。家庭に帰っ

たお子さんと学芸会を話題にして、話が盛

り上がったのではないでしょうか。 

 

次回の開催では、 

地域の皆様、来賓の 

皆様をご招待して、 

多くの方と学芸会の 

感動を共有できるこ 

とを願うばかりです。 

 

『個性輝け みんなが主役の物語』（学芸会スローガン） 

副校長 池本 誠 

 
 

 

 

 

 

積み重ねてきた一人ひとりの工夫 

おへそを取りに行くときや様々な海の生き

物たちの様子、協力することで大きな力とな

る様子を表現できるかなあ？（１，２年） 

仲間を助けるのにみんなで力を合わせた

り、協力してやり遂げたりする様子を伝える

にはどうしたらいいんだろう？（３，４年） 

魔王や王の怖さ、人間の弱さ、支え合うこ

とによる強さや友情の重さについて、見る人

の心を動かせるだろうか？（５，６年） 

1 人ひとりが自分の「配役」「役割」の中

で、自分なりの工夫を考えたり、グループご

とに分かれて演じ方を相談したりして、子ど

もたちが主体的に取り組んできました。 

劇は、セリフを 

言う人だけでなく 

すべての人の動き 

で創られます。端 

にいても、舞台の 

奥にいても、一人 

ひとりの素振りが、舞台を創ります。一人ひ

とりみんなが、欠かせない主役なのです。こ

うして、その役はその子だからこそ演じられ

るものとなりました。 

素敵な物語になりました 

衣装や小道具を身に付けて、台詞や歌声が

どんどん大きくなり、役になり切って表現す

ることを全身で 

楽しんでいた 

１，２年生。 

役にあった口調で話したり、友達とは違う

動きをしたり、見ている人が楽しめるように

相手意識ももって演技を磨いてきた３，４年

生。 

 

 

 

 

 

 

 

“みんなで！”“小学生最後の！”など一

人ひとりの思いがぐんぐん高まり、見ている

人達に伝えたいこと、感じ取ってほしいこと

を演技に込めて創りあげてきた５，６年生。

本気で、楽しんで、全員で作り上げた演技の

ハーモニーは、世界に届くほど素敵なものと

なりました。 

 

本当にありがとうございました。 

「学芸会」へのご協力、大勢のみなさまの

ご来校、温かい眼差し、大きな拍手をありが

とうございました。子どもたちの力を引き出

し、劇を一緒に創り上げていただきました。

子どもたちの笑顔は輝き、演じきった満足感

と達成感に包まれていました。 

そして、当日のスムーズな進行の支えとな

ったのは、めばえの会とデ・バンデスの皆様

のお手伝いでもあります。受付や誘導、案内

等に大きなご協力をいただきました。本当に

ありがとうございました。 
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図工の授業で大切にしていること 

図工 村岡 紘太郎 

  

作品づくりには「表現したい」というきっかけや「楽しい」という気持ちが大切です。図

工の授業で子どもたちが「先生、これでいいですか？」と作品を見せてくれることがありま

す。「先生にやれと言われたから」、「上手くできているか不安だから」という話をよく聞き

ます。そのため図工の授業では、きっかけや気持ちを引き出すために授業ではできるだけ、

素材、表現方法、作品テーマに関して、好きなもの、興味のあることを選べるようにしてい

ます。また、子どもたちの不安を取り除き楽しく取り組めるようにするために、作品づくり

の前に素材や表現方法を試し親しむ造形あそびの時間を設けること、作品に対して上手い下

手ではなく、「工夫や本人らしさ」が出ているかで価値付けすること大切にしています。た

だし、子どもの中には「上手く表現したい」という願いがあるように感じます。個性や良さ

を大切にしながら、思い通りに表現できるよう技能面も指導してまいります。 

 

なわとび月間について 

体育的行事委員会 宮川 瑞紀 

１１月２５日（月）からなわとび月間が始まりました。自分で目標を決めてなわとびに取り

組むことで、体力向上を図ることを目的としています。この期間は、中休みの時間は短縄や長

縄に取り組むことになります。子どもたちにはなわとびの検定カードを配布しています。レベ

ル別になっているので、上の級を目指して、休み時間や授業で練習をしていきます。外は寒い

ですが、自分から身体を動かすきっかけにしてほしいです。１２月１３日（金）には長なわ記

録会があります。クラスで最初の記録をとり、その記録を超えるために練習をします。目標に

近づけるように、クラスごとに協力しながら取り組んでいきます。 

 

お弁当期間の様子について 

     生活指導部 高山 由美子 

長いと思っていたお弁当期間も気が付けば残すところあと１か月となりました。９月のお弁

当開始当初は「何で給食ないの？」「給食が食べたい！」と言う子どもたちの声が聞こえてき

ました。しかし段々と子どもたちにも変化が見られるようになり、給食時間では「わぁ 今日

の卵焼き 中に何か入ってる！」「わぁ 今日は唐揚げだ！！」「今日の玉子屋さんはハンバーグ

なんだよ！」と各クラスで楽しそうな声が聞こえてきます。お天気の良い日は校庭でお弁当を

ひろげてピクニック気分でとても嬉しそうに頬張る子どもたち。給食を提供していた頃とはま

た違った景色が見られます。そんなお弁当期間もあとわずかです。 

１月からは給食再開となりますが子たちが楽しい給食時間となるよう給食室一同 

力を合わせて給食づくりに取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 


